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自然環境部会

前回総会（R4.10.5)開催以降の審議事項

議　　　題

生活環境部会

鳥獣部会

第3次徳島県環境基本計画の進捗管理について
令和4年度徳島県環境白書について

徳島県気候変動対策推進計画(緩和編)の進捗管理について
徳島県気候変動対策推進計画(適応編)の進捗管理について

瀬戸内海の環境の保全に関する徳島県計画について（諮問）

瀬戸内海の環境の保全に関する徳島県計画について

令和５年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する計画
について（諮問）

瀬戸内海の環境の保全に関する徳島県計画について
令和５年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する計画
について

瀬戸内海の環境の保全に関する徳島県計画について（答申）
令和５年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する計画
について（答申）

「生物多様性とくしま戦略」の改定について（諮問）

「生物多様性とくしま戦略」の改定について

伊島鳥獣保護区特別保護地区の再指定について（諮問）

伊島鳥獣保護区特別保護地区の再指定について

伊島鳥獣保護区特別保護地区の再指定について（答申）



第３次徳島県環境基本計画の進捗管理について

１．概要
第３次徳島県環境基本計画の点検・評価については、各分野別計画で設定した「数値

目標」等をとりまとめ、総合的な点検・評価を行い、その結果を徳島県環境審議会に報
告し、必要な意見や提言を受けることとなっている。

２．進捗状況
計画期間（２０１９年度（令和元年度）から２０２３（令和５年度 ）における令和）

３年度の進捗状況を取りまとめた結果 「環境指標」４９項目のうち２３項目（４７％）、
については、すでに目標を達成しており、その他の指標についても順調に目標の達成へ
向け進捗している。

令和４年度徳島県環境白書について

１ 作成の趣旨
令和３年度のデータ等を中心に、本県における環境の現状や環境保全対策、今後の環境

、 ， 、行政の展望等について取りまとめ 広く県民や事業者 関係機関等に公表することにより
環境問題に対する県民の理解と認識を深めるとともに、環境の保全及び創造のための自主
的・積極的な行動を促進する。

２ 関係法令
徳島県環境基本条例 第８条（環境の状況等の公表）
「知事は、毎年、環境の状況並びに環境の保全及び創造に関して講じた施策の状況を明

らかにした報告書を作成し、これを公表しなければならない 」。

３ 概要
【第１部】総論
○環境首都とくしまの実現に向けた取組み

【第２部】環境の現況と対策
○気候変動適応とくしま
○エシカルで環境対策
○地域に根ざす自然・水素エネルギー
○好循環社会とくしま
○癒しの郷とくしま
○みんなでつくる環境首都

４ 作成までの流れ
令和５年１月 環境審議会 環境政策部会にて審議
令和５年３月 県ＨＰにて公表
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資料１－２

徳島県気候変動対策推進計画（緩和編）
主な指標の進捗状況について

１．計画指標の進捗状況は 「達成 「概ね達成」を合わせて８７．７％であ、 」

り、概ね順調な結果となった。

＜各指標の令和３年度における進捗状況＞

Ａ 達成 ４０項目(61.5%)

Ｂ 概ね達成 １７項目(26.2%)

Ｃ 未達成 ８項目(12.3%)

R4以降評価 １項目

２．分野別の設定指標については、令和３年度の進捗状況は以下のとおりで

あり、概ね順調に進捗している。

＜分野別指標の進捗状況＞

【産業部門】

Ａ 達成 ５項目(45.5%) A+B

Ｂ 概ね達成 ５項目(45.5%) ９０．９％

Ｃ 未達成 １項目( 9.1%)

【民生部門（家庭系 】）

Ａ 達成 １２項目(57.1%) A+B

Ｂ 概ね達成 ７項目(33.3%) ９０．５％

Ｃ 未達成 ２項目( 9.5%)

【民生部門（業務系 】）

Ａ 達成 ６項目(42.9%) A+B

Ｂ 概ね達成 ７項目(50.0%) ９２．９％

Ｃ 未達成 １項目( 7.1%)

【運輸部門】

Ａ 達成 ８項目(80.0%) A+B

Ｂ 概ね達成 ０項目( 0.0%) ８０．０％

Ｃ 未達成 ２項目(20.0%)

【廃棄物部門】

Ａ 達成 ８項目(72.7%) A+B

Ｂ 概ね達成 ２項目(18.2%) ９０.９％

Ｃ 未達成 １項目( 9.1%)

【吸収源対策】

Ａ 達成 ８項目(57.1%) A+B

Ｂ 概ね達成 ２項目(21.4%) ７８．６％

Ｃ 未達成 ４項目(21.4%)
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徳島県気候変動対策推進計画（適応編）

主な指標の進捗状況について

１．進捗状況

設定指標の進捗状況は、全て「達成」あるいは「概ね達成」であり、

順調な結果となった。

＜各指標の令和３年度における進捗状況＞

Ａ 達成 １６項目(59.3%)

Ｂ 概ね達成 １１項目(40.7%)

Ｃ 未達成 ０項目( 0%)

Ｒ４以降評価 １項目

２．令和５年度予定

現計画の進捗点検、現計画の改定を予定している。



瀬戸内海の環境の保全に関する徳島県計画について

１ 概要

令和３年６月の瀬戸内海環境保全特別措置法の改正を受けて、国の「瀬

戸内海環境保全基本計画」が変更されたことを踏まえ、現行の「瀬戸内海の

環境の保全に関する徳島県計画」(以下「県計画」という。)を見直し、瀬戸

内海の環境保全上有効な施策の実施を推進する。

２ 計画期間

策定から概ね１０年（５年ごとに点検）

３ 内容

瀬戸内海環境保全特別措置法の基本理念に加えられた 気候変動 や 海「 」 「

洋プラスチックごみ」の観点も踏まえ、きれいで豊かな「里海」づくりを総

合的に推進するため実施すべき施策について定める。

（１）水質の保全及び管理並びに水産資源の持続可能な利用の確保

（２）沿岸域の環境の保全、再生及び創出、並びに自然景観及び文化的景

観の保全

（３）海洋プラスチックごみを含む漂流ごみ等の除去・発生抑制等

（４）気候変動等への対応を含む環境モニタリング、調査研究等の推進

（５）基盤的施策の着実な実施

４ スケジュール

令和４年１０月 環境審議会へ諮問

環境審議会生活環境部会にて審議「県計画(素案)」

１１月 パブリックコメント

令和５年 １月 環境審議会生活環境部会にて審議「県計画(案)」

環境審議会から答申

３月 計画策定
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令和５年度公共用水域及び地下水の水質の測定に関する計画について

１ 概要

水質汚濁防止法第１５条の規定に基づき、徳島県は、管轄する区域の公共用水域及

び地下水の水質の汚濁の状況を常時監視する義務があり、同法第１６条の規定に基づ

き、毎年、国及び地方公共団体と測定の調整を図り、次年度の「公共用水域及び地下

水の水質の測定に関する計画」(以下「測定計画」という。)を策定している。(測定

計画の策定については、地方自治法第２条第９項第１号に規定する「第１号法定受託

事務」である。)

２ 計画期間

令和５年４月1日から翌年３月３１日まで

３ 内容

公共用水域及び地下水の水質の測定について必要な事項を定める。

（１）測定項目

ｐＨ(水素イオン濃度)、ＢＯＤ(生物化学的酸素要求量)、ＣＯＤ(化学的酸素要

求量)、ＤＯ(溶存酸素量)など、環境基準項目及び要監視項目等

（２）測定地点

河 川：主要１８河川を含む３７河川

海 域：県内全海域(９海域)

地下水：県内約５０地点

（３）測定方法

国の定める方法(昭和４６年環境庁告示第５９号など)

（４）その他必要な事項

測定回数など

４ スケジュール

令和４年１２月 環境審議会へ諮問

令和５年 １月 環境審議会生活環境部会にて審議

環境審議会から答申

３月 策定
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[生物多様性とくしま戦略」の改定について

１ 戦略改定の趣旨

・生物多様性基本法に基づき、県内における生物多様性の保全及び持続可能な利用

「 」 。に関する計画等を定めた 生物多様性とくしま戦略 を平成２５年１０月に策定

・｢現行の戦略｣（2018-2023）が、今年度に期間の終期を迎えるため、

「 」 、 「 」（「 」、これまでの成果と課題 や 生物多様性に関する 国内外の動向 ＣＯＰ15

「生物多様性国家戦略2023-2030 ）を踏まえ、本県戦略を改定する。」

２ 戦略の期間

令和６年度（２０２４年度）～令和１０年度（２０２８年度）

３ 戦略の骨子

※「５つの方向性」に基づき 「１０の目標」を設定、

４ 改定手続き

令和５年１月20日 徳島県環境審議会に諮問（自然環境部会に付議）

〃 １月24日 自然環境部会を開催（ 戦略検討小委員会」を設置）「

〃 ３月、７月 戦略検討小委員会を開催

令和５年９月 県議会に報告（骨子案）

令和５年11月 環境審議会自然環境部会で新戦略の（素案）を審議

〃 11月 県議会に報告（素案)

〃 12月 パブリックコメント

令和６年１月 環境審議会自然環境部会で（最終案）を審議

〃 ２月 県議会に報告（最終案）

〃 ３月 新戦略の策定

１　自然・生き物と人が共生した持続可能な社会を築くための人材を育成し、活動する場を増やす

２　自然と生き物を守っていくための情報を集積・共有し、発信する

３　化学物質や気候変動による自然への負荷を減らす

４　外来生物の侵入や野生鳥獣の増加による生態系の劣化を阻止する

５　野生生物を守り、保全すべきコアとなる生態系を回復する

６　劣化した生態系の質を向上させ、ネットワーク化し、保護される面積を拡大する

７　生態系を活用した防災・減災（Eco-DRR）を推進する

８　自然を活用した地域づくりを推進する

９　保全活動促進のための仕組みと制度を整え、活用する

10　継続的な保全活動のための資金調達の仕組みをつくる

Ⅴ 生物多様性や生態系を守り、持続的に活用する仕組みをつくる

Ⅰ 自然と生き物に優しくエシカルに暮らす

Ⅱ 生物多様性の損失や生態系の劣化を阻止する

Ⅲ 良好な生態系の保全と劣化した生態系の回復を推進する

Ⅳ 自然を活用して社会課題解決を推進する
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○ 鳥獣保護区特別保護地区の再指定

１ 目 的

鳥獣保護区の区域内で鳥獣の保護又は鳥獣の生息地の保全を図るため特に必要が

あると認められる区域について，「第１３次徳島県鳥獣保護管理事業計画」に基づき，

鳥獣保護区特別保護地区の指定を行うもの。

２ 内 容

伊島鳥獣保護区特別保護地区（１５３ｈａ）の再指定

３ 指定期間

令和５年(2023年)１１月１日から令和１５年(2033年)１０月３１日まで（１０年間）

４ スケジュール

令和５年 ８月 県から環境審議会へ諮問，鳥獣部会へ付議

鳥獣部会の開催

８月 環境審議会から県へ答申

１１月 再指定

伊島鳥獣保護区特別保護地区（阿南市）

鳥獣保護区 特別保護地区
凡 例


